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一
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
倉
　　
住
　　　　　
薫
はじめに
　
古事記には、神武天皇の皇后となる伊須気余理比売の出自にまつわる物語が、 〈丹塗矢伝承〉として語られている
（（
（
。
故、日
ひ
向むか
に坐
いま
しし時に、阿
あ
多た
の小
をばしのきみ
椅君が妹
いも
、名は阿
あ
比ひ
良ら
比ひ
売め
を娶
めと
りて、生
う
みし子は、多
た
芸ぎ
志し
美み
み々の
命みこと
。次に、岐
き
須す
美み
み々の
命みこと
。二
ふた
柱はしら
坐いま
しき。然
しか
れども、更
さら
に大
おほ
后きさき
と為
せ
む美
をとめ
人を求めし時に、大
おほ
久く
米めの
命みこと
の白
まを
ししく、 「此
こ
間こ
に媛
をとめ
女有
あ
り。是
これ
、神の
御み
子こ
と謂
い
ふ。其
そ
の神の御子と謂
い
ふ所
ゆ
以ゑ
は、三
み
島しま
の湟
みぞ
咋くひ
が女
むすめ
、名は勢
せ
夜や
陀だ
多た
良ら
比ひ
売め
、其の容
かたち
姿麗
うるは
美しきが故
ゆゑ
に、美
み
和わ
の
大おほ
物もの
主ぬしの
神かみ
、見
み
感め
でて、其の美
をとめ
人の大
くそま
便らむと為
せ
し時に、丹
に
塗ぬり
矢や
と化
な
りて、其の大
くそま
便らむと為
せ
し溝
みぞ
より流
なが
れ下
くだ
りて、
其の美
をとめ
人のほとを突
つ
きき。爾
しか
くして、其の美
をとめ
人、驚
おどろ
きて、立ち走りいすすきき。乃
すなは
ち、其の矢を将
も
ち来
き
て、床
とこ
の辺
へ
に
置くに、忽
たちま
ちに麗
うるは
しき壮
をとこ
夫と成
な
りき。即ち其の美
をとめ
人を娶
めと
りて、生みし子の名は、富
ほ
登と
多た
た々
良ら
伊い
須す
す々
岐き
比ひ
売めの
命みこと
と謂
い
ふ。
亦また
の名は、比
ひ
売め
多た
た々
良ら
伊い
須す
気け
余よ
理り
比ひ
売め
と謂
い
ふ〈是
これ
は、其のほとと云
い
ふ事を悪
にく
みて、後
のち
に改めし名ぞ〉 。故、是
ここ
を以
もち
て
大妻国文
　
第
44号
　
二〇一三年三月
二神の御子と謂
い
ふぞ」とまをしき。
　
後に初代天皇神武の大后となる伊須気余理比売は、美和の大物主神と勢夜陀多良比売との間に生まれた子である。丹塗
矢と化した大物主神に、溝に設えられた厠で女陰を突かれた勢夜陀多良比売は、驚いて「立ち走りいすす」く。その丹塗矢を床に置くと、麗しい壮夫となり、勢夜陀多良比売 娶り、伊須気余理比売は「神の御子」として誕生 るのである。　
伊須気余理比売の名は「富登多々良伊須々岐比売命」のほか、 「亦の名」として「比売多々伊須気余理比売」と記され
ている。古事記の「亦の名」に関しては、既に、小野田光雄が指摘しているように「伴ふ子孫 注や説話は本名ではなく「亦の名」 」で記述され、 「亦の名」は、単なる〈別名〉以上の意義をもつものである
（（
（
。伊須気余理比売もまた、小野田の
指摘通り、この後続く物語では、すべて「亦の名」伊須気余理比売で登場している。伊須気余理比売の出自においても、「亦の名」という視点は、物語の本質を捉えるための重要な視点となる。　
本論では、伊須気余理比売の出自物語における「亦 名」の機能について明ら にしていきたい。
第一章
　「富登多々良伊須須岐比売命」
　
伊須気余理比売の出自物語は、研究史においても「亦 」の在り方が問題となってきた。
　
菅野雅雄は、 「亦の名」に 「異なる二人（神
（
核
を習合する」役割があることを指摘し
（（
（
、本来別の伝承を結合したも
のが、古事記の〈丹塗矢伝承〉であり、その意図は、神功皇后の出自を高めることにあると論じた
（4
（
。また、大久間喜一郎
は、 「床の辺」での婚姻に〈厠〉での婚姻である〈丹塗矢伝承〉が付加され、二つ が記されたと結論付ける
（（
（
。菅野・
大久間ともに 伊須気余理比売の二つの名は、異な 二つの伝承が接合された過程の証であると捉えている。
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
三
　
さらに、青木周平も「神武記・丹塗矢伝承は、二つの成婚伝承が巧みに組み合わされ」たものであり、 「神武天皇の成
婚に直結する操作」の結果、できあがった物語として捉えている
（（
（
。
　
従来の研究史では、本来の名 富登多々良伊須須岐比売命」は、 〈丹塗矢伝承〉にちなんだ名としている。すなわち
「富登多々良伊須々岐比売命」という名前は、 「勢夜陀多良比売」が「ほと」を突かれ、驚き「立ち走りいすす」いたことに由来するものである。　「いすすきき」という語は、解釈が分かれる難語である。古くは、 『古事記伝』が「驚て立走るさま」とし、 『朝日古典全書』は「非常な勢いで走り去」るという「敏捷に活動する」さまを表す語と理解す 。一方、尾崎暢殃『古事記新講』や『日本古典文学全集』は「狼狽する」さまとして、身体のありようを示す語と捉えている。さらに、西宮一民は「神霊が依り憑いたことによる姿態」と捉え、勢夜陀多良比売が「身ぶるい」した様子の表現と解釈している
（（
（
。
　
このように解釈が分かれる理由の一つは、 「いすすきき」と関連すると思われる用例が、以下の二例の だからである。「大殿祭祝詞」
（（
（
引き結
ゆ
へる葛
つな
目め
の緩
ゆる
び、取り葺
ふ
ける草
かや
の噪
そそ
き〈古語にきかひといふ。 〉御
み
床ゆか
つひのさやき、夜目のいすすき（夜女能
伊須須伎
（、
いづつしき事なく、平らけく安らけく護
まも
りまつる神の御名を白さく、屋
や
船ふね
くくちの命、 〈こは木の霊な
り。 〉屋
や
船ふね
豊とよ
うけ姫の命と、 〈こは稲の霊
みたま
なり。俗の詞にうかのみたまといふ。今の世産
うぶ
屋や
に辟
さき
木き
・束
つか
稲しね
を戸の辺に置
き、また米を屋中に散らすの類なり。 〉「播磨国風土記」揖保郡
（（
（
宇う
須す
伎き
津つ
。右
みぎ
、宇
う
須す
伎き
と名
な
づくる所
ゆ
以ゑ
は、大
おほ
帯たらし
日ひ
売めの
命みこと
、韓
から
国くに
を平
ことむ
けむとして度
わた
り行
い
きたまひし時
とき
に、御
み
船ふね
宇う
頭づ
川がは
の
四泊とまり
に宿
は
てましき。この泊
とまり
より伊
い
都つ
に度
わた
りたまひし時に、忽
たちま
ち逆
むかひ
風かぜ
に遭
あ
ひ、進
いでま
行すこと得
え
ずて、船
ふな
越こし
ゆ御
み
船ふね
を越
こ
すに、
御み
船ふね
、猶
な
ほしまた進
すす
むこと得
え
ざりき。すなはち、百
おほみ
姓たから
を追
お
ひ発
おこ
して御
み
船ふね
を引
ひ
かしめたまふ。ここに、一
を
女み
人な
あり、
己おの
が真
ま
子こ
を資
たす
け上
あ
げむとして江
え
に堕
お
ちき。故
か
れ、宇
う
須す
伎き
と号
なづ
く。 〈新
いま
の辞
ことば
は伊
い
波は
須す
久く
〉
　「大殿祭祝詞」の例は、 「夜女能伊須須伎」とある。上代特殊仮名遣の問題から「夜女」の語が不明であり、 「伊須須伎」の解釈も定まっていない。また、 「播磨国風土記」の「伊
波
須久」 （三条西家本
（
を、
「伊
須
須久」に改める説もあるが
（（
（
、
確証はない。そのため、この二例から、 「いすすく」の意味を確定することは難しい。　
だが、 「いすすき」を「イ」 （接頭語
（
＋「
ススキ」 （滌
（
と
捉える説もあり、こちらを採ると解釈の視角が開かれる。
倉野憲司『古事記全註釈』は、 「水で洗ひ清める意。即ち比売がホトに突き刺さつた丹塗矢を水で洗ひ清めたの意にとれないであらうか」とし、青木もこの説に従い、 「滌」が「神出生の為の呪的行為として語られて る点」に注目する
（（
（
。
　
古事記において、 「水で洗ひ清める」すなわち「滌」の語は、 〈みそぎ〉と〈うけい〉の条に集中して用いられている。
　　
１初
はじ
めて中
なか
つ瀬
せ
に堕
お
ちかづきて滌
すす
ぎし時に、成
な
り坐
ま
せる神の名は、八
や
十そ
禍まが
津つ
日ひの
神かみ
。次に大
おほ
禍まが
津つ
日ひの
神かみ
。
　　
２次に、水
みな
底そこ
に滌
すす
ぎし時に、成れる神の名は、底
そこ
津つ
綿わた
津つ
見みの
神かみ
。次に、底
そこ
箇つつ
之の
男をの
命みこと
。
　　
３中
なか
に滌
すす
ぎし時に、成れる神の名は、中
なか
津つ
綿わた
津つ
見みの
神かみ
。次に、中
なか
箇つつ
之の
男をの
命みこと
。
　　
４水
みづ
の上
うへ
に滌
すす
ぎし時に、成れる神の名は、上
うへ
津つ
綿わた
津つ
見みの
神かみ
。次に、上
うは
箇つつ
之の
男をの
命みこと
。
　　
５右
みぎ
の件
くだり
の、八
や
十そ
禍まが
津つ
日ひの
神かみ
より以
し
下も
、速
はや
須す
佐さ
之の
男をの
命みこと
より以
さ
前き
の十
とは
柱しら
の神は、御
み
身み
を滌
すす
ぎしに因
よ
りて生
う
めるぞ。
　　
６
 天照大御神、先
ま
づ建
たけ
速はや
須す
佐さ
之の
男をの
命みこと
の佩
は
ける十
と
拳つか
の剣
つるぎ
を乞
こ
ひ度
わた
して、三
み
段きだ
に打
う
ち折
を
りて、ぬなとももゆらに天
あめ
の真
ま
名な
井い
に振
ふ
り滌
すす
ぎて、さがみにかみて 吹
ふ
き棄
う
つる気
い
吹ふき
の狭
さ
霧ぎり
に成
な
れる神の御
み
名な
は、多
た
紀き
理り
毘び
売めの
命みこと
。亦
また
の御
み
名な
は、奥
おき
津つ
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五
島しま
比ひ
売めの
命みこと
と謂
い
ふ。
　　
７
 速須佐之男命、天照大御神の左
ひだり
の御みづらに纏
ま
ける八
や
尺さか
の勾
まが
璁たま
の五
い
百ほ
津つ
のみすまるの珠
たま
を乞
こ
ひ度
わた
して、ぬなともも
ゆらに天
あめ
の真
ま
名な
井ゐ
に振
ふ
り滌
すす
ぎて、さがみにかみて、吹
ふ
き棄
う
つる気
い
吹ふき
の狭
さ
霧ぎり
に成れる神の御名は、正
まさ
勝かつ
吾あ
勝かつ
か々ち
速はや
日ひ
天あめ
之の
忍おし
穂ほ
耳みみの
命みこと
。
　
１～７の例は、青木がすでに指摘するように、水で「滌」ことにより二重傍線部の神々が生成される場面である。１・
２・３・４・５の例では、イザナキが体を「滌」いだ時に神々が生成し、６・７の例では、それぞれ「十拳の剣」と「八尺の勾璁の五百津のみすまるの珠」から神々が生成したことが語られている。　
当該の〈丹塗矢伝承〉においては、水辺に設けられた〈厠〉で勢夜陀多良比売は「ほと」を突かれ、驚き走り「いすす
く」 。そ 後、 「麗しき壮夫」は勢夜陀多良比売を娶り、 「富登多々良伊須々岐比売命」が生まれるのである。　
研究史で確認したように、 〈厠〉での婚姻（丹塗矢伝承
（
と「
床の辺」での婚姻とは、本来異なる伝承が接合したもの
であり、丹塗矢でほとを突かれた時点で、 「富登 々良伊須々岐比売命」が生まれたと考えられる。つまり〈丹塗矢伝承〉は、もともと水辺の婚姻による 富登多々良伊須々岐比売命」の誕生譚と捉えられ、その場面に「いすすきき」という語が用いられているのである。誕生譚という視 から、 〈丹塗矢伝承〉の いすすきき」もま 、 「滌」と関連のある語と考えられる。 『全註釈』は、 「比売がホトに突き刺さつた丹塗矢を水で洗ひ清めたの意」とする 、神の出生につながる「ススク」の用法を考慮するならば、清められた対象は丹塗矢と誕生する御子ということになるだろう。　
水によって清められる意をもつ「ススク」 （滌
（
と
関連する「イススキ」を名にもつ「富登多々良伊須々岐比売命」と
は、母親「勢夜陀多良比売」に由来をもつ名でもある。 「勢夜陀多良比売」の「ダタラ」 （ 陀多良」
（
は、製鉄に使う「タ
タラ」で「フイゴ とする説も多い
（（
（
。だが、 〈丹塗矢伝承〉の内容に照らし合わせると、 『日本古典文学集成』 『新編日本
六古典文学全集』が指摘するように「セ（夫
（＋ヤ
（矢
（＋タタ
（立た
（＋ラ
（接尾辞
（」つまり「夫の矢がたっている」ことを
名
にもつ女性と考えられる
（（
（
。 「富登多々良伊須々岐比売命」も、 「富登」 （女陰
（
に
矢が立てられ、その矢が清められたこ
とで生まれた女性として物語に即して解釈できるだろう。
第二章
　「亦の名」 「比売多々良伊須気余理比売」
Ⅰ「比売多々良伊須気余理比売」の解釈　
伊須気余理比売の出自物語では、 「富登多々良伊須々岐比売命」の「亦の名」が「比売多々良伊須気余理比売」となっ
た理由までも、 「是は、其のほとと云ふ事を悪みて、後に改めし名ぞ」という注によって記されている。 「亦の名」に、別名以上の意味があることを、第一章で確認したが、 「亦の名」にこのような注記が付されたのは、以下に挙げる允恭記の〈后妃・御子〉記事の「衣通郎女」のみである。
次に、軽
かるの
大おほ
郎いら
女つめ
、亦
また
の名は、衣
そと
通ほりの
郎いら
女つめ
〈御
み
名な
に衣
そと
通ほりの
王みこ
と負
お
ふ所
ゆ
以ゑ
は、其
そ
の身
み
の光
ひかり
の衣
そ
より通
とほ
り出
い
づればぞ〉
　「亦の名」衣通郎女の注記は、その名の由来を解くものである。この注記が付されたのは、衣通郎女の名が、 「亦の名」の通例とは異なり、後続の物語では本名 軽大郎女」が用いられることと関連し いるのであろう。 「亦の名」六十六例の中で
（（
（
、注記をともなうものは「衣通郎女」と「比売多々良伊須気余理比売」の二例のみであり、 「亦の名」 「比売多々良
伊須気余理比売」に特別な関心が払われていたことが分かる。　「富登多々良」は、第一章で検討したように、 「富登」 （女陰
（
に
丹塗矢が立って誕生したことを表す名であり、注に
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七
「ほとと云ふ事を悪みて、後に改めし名」とあることから、 「比売」は「富登」を言い換えた語と理解できる。　
また「伊須々岐」は水によって清められたことを表す語であったが、 「伊須気余理比売」は、巫女としての名と捉える
説がある。 「ヨリ」を「玉依毘売」などの「依」と同じと理解し、 「神霊の寄りつく」女性と解釈するのである
（（
（
。加えて、
後の文脈で、
是ここ
に、其の伊須気余理比売の命の家
いへ
、狭
さ
井ゐ
河がは
の上
うへ
に在
あ
り。
と記されることから、伊須気余理比売は、三輪山の大物主神に仕える巫女として位置づけられもする
（（
（
。三輪山祭祀に関与
する女性を、初代天皇の皇后として描くことに神武記 一つの意図を読み取ることは可能であろう。　
矢と化した大物主神が立ったという〈丹塗矢伝承〉に即した「富登多々良伊須々岐比売」と、巫女としての役割を表象
する「亦の名」 「比売多々良伊須気余理比売」の二つの名が、記されているのであ 。つまり、 「伊須々岐」と「伊須気余理」は、異なる伝承を背景とすることから、二つの名が記されたのである。Ⅱ注記の意味　
異なる二つの伝承を背景とする伊須気余理比売の出自物語は、注記によって「ほと」と言うことを「悪」んで「比売」
と改めたことをも記している。注記において「悪」 対象 された女陰を表す ほと」の語は、古事記において 、他にも用いられている。
此こ
の子を生みしに因
よ
りて、みほと（美蕃登
（〈此三字以
レ音。 〉を炙
や
かえて病み臥
ふ
して在
あ
り。
八　
伊耶那美が火の神を生んだことによって病臥した場面では、女陰を表す「みほと」が訓注をともなう一字一音表記で用
いられている。伊耶那美の場面においても、当該の〈丹塗矢伝承〉においても「ほと」は用いられており、出生を語る物語においては、重要な意義をもつ語といえるだろう。 「富登多々良伊須々岐比売命」は〈丹塗矢伝承〉を背景とする名称ではあるが、 「ほと」は伊須気余理比売の名としては相応しくないとの判断から注記が付されたのだと考えられる。つまりは、この注記の在り方は、伝承と名前の接合と密接にかかわっているのである。　
この注記に関しては、 『全註釈』が、
即ち上代にあつても、善い言葉と悪い言葉とが区別されてゐて、ホトなどといふ語は、平素あまり口にしてはならない語であつたといふことがわかる。
と述べ、また西宮一民『古事記
　
新訂版』は、
「悪む」とあるが、もとは「忌む」であったはずで、 「陰」の語の用い方には、厳しい禁忌があったことを物語る。
と述べている。 「悪みて」を、 『全註釈』 「平素あまり口にして ならない」 、 『古事記
　
新訂版』は「厳しい禁忌」を意
味する語として捉えているが、そもそも「悪」と 「口にし ならない」ような「厳し 禁忌」意識を持つ言葉なであろうか。 『古事記
　
新訂版』は、 「忌む」であったと想定するが、古事記で「忌」が動詞に用いられた例はない
（（
（
。
　「悪」は、 『類聚名義抄』では「アシ、ニクム、ニクミス」の訓が挙げられている。古事記においても「悪」は、以下の
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
九
用例のように、形容詞「アシ」と動詞「ニクム」の二語に用いられている。
形容詞〈アシ〉８其
そ
の泣
な
く状
かたち
は、青
あを
山やま
を枯
から
山やま
の如
ごと
く泣
な
き枯
から
し、河
かは
海うみ
は悉
ことごと
く泣
な
き乾
ほ
しき。是
ここ
を以
もち
て悪
あ
しき神の音
こゑ
、狭
さばへ
蝿の如
ごと
く皆
みな
満み
ち、
万よろづ
の物
もの
の妖
わざわひ
、悉
ことごと
く発
おこ
りき。
９故
かれ
、然
しか
為す
れども、天照大御神は、とがめずして告らさく、 「屎
くそ
の如
ごと
きは、酔
ゑ
ひて吐
は
き散
ちら
すとこそ、我
あ
がなせの命
みこと
、
如か
此く
為し
つらめ。又、田のあを離ち、溝を埋
う
むは、地
ところ
をあたらしとこそ、我
あ
がなせの命
みこと
、如
か
此く
為し
つらめ」と、詔
の
りて
直なほ
せども、猶
なほ
其そ
の悪
あ
しき態
わざ
、止
や
まずして転
うた
たあり。
（0爾しか
くして、天
あめ
佐のさ
具ぐ
売め
、此
こ
の鳥の言
こと
を聞
き
きて、天若日子に語りて言はく、 「此の鳥は、其
そ
の鳴
な
く音
おと
甚いと
悪あ
し。故
かれ
、射
い
殺ころ
すべし」と云
い
ひ進
すす
むるに、即
すなは
ち天若日子、天つ神の賜
たま
へる天
あめ
のはじ弓
ゆみ
・天
あめ
のかく矢を持ちて、其
そ
の雉
きぎし
を射殺しき。
（（是ここ
に、高木神の告
の
らさく「此の矢は、天若日子に賜へる矢ぞ」とのらして、即ち諸
もろもろ
の神等
たち
に示して詔
のりたま
はく、 「或
も
し天若日子が、命
みこと
誤あやま
たず、悪
あ
しき神を射
い
むと為
す
る矢の至
いた
れらば、天若日子に中
あた
らずあれ。或
も
し邪
あ
しき心有らば、
天若日子、此
こ
の矢
や
にまがれ」と……
（（故かれ
、命
みこと
を受けて罷
まか
り行
ゆ
きし時に、伊
い
勢せの
大おほ
御み
神かみ
の宮に参
ま
ゐ入
い
りて、神の朝
みかど
廷を拝
をろが
みて、即ち其の姨
をば
倭やまと
比ひ
売めの
命みこと
に白さ
く、 「 皇の既
すで
に吾
あ
を死ねと思ふ所
ゆ
以ゑ
や、何
なに
。西
にし
の方
かた
の悪
あ
しき人
ひとども
等を撃
う
ちに遣
つかは
して、返
かへ
り参
ま
ゐ上
のぼ
り来
こ
し間
あひだ
に、未
いま
だ
幾いく
ばくの時を経ぬに、軍
いくさ
衆ども
を賜
たま
はずして、今更
さら
に東の方の十
とをあまりふたつ
二の道の悪
あ
しき人
ひとども
等を平
たひら
げに遣
つかは
しつ。
（（是ここ
に答へて曰
い
ひしく、 「吾
あれ
、先
ま
ず問
と
はえつ。故
かれ
、吾
あれ
、先づ名
な
告のり
を為
せ
む。吾
あれ
は悪
あ
しき事なりとも一
ひと
言こと
、善
よ
き事なりと
も一言、言
い
ひ離
はな
つ神、葛
かづ
城らき
之の
一ひと
言こと
主ぬし
之の
大おほ
神かみ
ぞ」といひき。
一〇
動詞〈ニクム〉
（4……故、御祖を獲ずして、御子を取り得たり」といひき。爾くして、天皇、悔い恨みて、玉を作りし人等を悪みて、皆其の地を奪ひ取りき。故、諺に曰はく、 「地を得ぬ玉作」といふ。
　
８～
（（は、形容詞〈アシ〉の用例であるが、８９
（（は神の行い、
（0はキギシの声、
（（は「荒ぶる神とまつろはぬ人等」
、
（（は行い、に対して「悪」が用いられている。
（（の例で「善き事」と対になるのが「悪しき事」であることが分かる。
　
当該物語と同じく動詞〈ニクム〉の例
（4は、稲城に籠ったサホビメを捉えることのできなかった玉作に対する、垂仁天
皇の思いとして「悪」が用いられている。天皇は「悔い恨み」 、玉作の土地を奪ったとあることから、 「悪む」とは、天皇の強い思いであることが分かる。つまり、禁忌を伴う語ではなく「悔い」 「恨み」と同様の、個人の心情であるということだ。それは、 『古事記
　
新訂版』が指摘するような「忌む」とは同列に語ることのできない心情なのである。
　
ここで、日本書紀の動詞〈ニクム〉の例を確認しておきたい
（（
（
。
《日本書紀》ア故、伊奘諾尊問
と
ひて曰
のたま
はく、 「汝
なれ
、何
なに
の故
ゆゑ
にか恒
つね
に如
か
此く
啼な
く」とのたまふ。対
こた
へて曰
まを
したまはく、 「吾
あ
は母
はは
に根
ねの
国くに
に
従したが
はむと欲
おも
ひて、只
ただ
に泣
な
くのみ」とまをしたまふ。伊奘諾尊悪
にく
みて曰はく、 「情
こころ
の任
まにま
に行
い
ね」とのたまひ、乃ち逐
やら
ひたまひき。

（神代紀・第五段一書第六
（
イ
復また
兄え
磯し
城き
が軍
いくさ
有りて、磐
いは
余れの
邑むら
に布
し
き満
いは
めり。 〈磯、此には志
し
と云ふ。 〉賊
あた
虜ども
の拠
を
る所は、皆
みな
是これ
要ぬ
害み
の地
ところ
なり。故
かれ
、道
み
路ち
絶た
え塞
ふさが
り、通
かよ
ふべき処
ところ
無な
し。天皇悪
にく
みたまひ、是
こ
の夜
よ
自みづか
ら祈
うけ
ひて寝
みね
ませり。

（神武即位前紀戊午年八月
（
ウ
市乾鹿文、密
ひそか
に父の弦
ゆづる
を断
た
つ。爰
ここ
に従
したが
へる兵
いくさ
一ひとり
人、進みて熊
くま
襲そ
梟たける
帥を殺
ころ
す。天
すめら
皇みこと
、則
すなは
ち其
そ
の不
ふ
孝かう
の甚
はなはだ
しきを悪
にく
み
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
一一
たまひて、市
いち
乾ふ
鹿か
文や
を誅
ころ
したまひ、仍
よ
りて弟
おと
市いち
鹿か
文や
を以
も
ちて、火
ひの
国くにの
造みやつこ
に賜
たま
ふ。

（景行十二年十二月
（
エ天
皇、是
ここ
に蒲
かま
見み
別わけ
王のみこ
の、先
さきの
王きみ
に礼
ゐや
無な
きことを悪
にく
みたまひ、乃
すなは
ち兵
いくさ
卒を遣
つかは
して誅
ころ
さしめたまふ。
 （仲哀元年閏十一月
（
オ
是ここ
に、血
ち
流なが
れて栗林に溢
はふ
る。故、是
こ
の事
こと
を悪
にく
みて、今に至
いた
るまでに、其
そ
の栗林の菓
このみ
を御
おもと
所に進
たてまつ
らず。

（神功摂政元年三月
（
カ
瑞みづ
歯は
別わけ
皇のみこ
子、太
ひつぎのみこ
子に啓
まを
して曰
まを
したまはく、 「大
う
人し
、何
なに
ぞ憂
うれ
へますこと甚
はなはだ
しき。今
いま
し仲皇子、道無くして、群
まへつきみたち
臣と
百おほみたから
姓、共
とも
に悪
にく
み怨
うら
む。復
また
其そ
の門
もん
下か
の人
ひと
、皆
みな
叛そむ
きて賊
あた
を為
な
す。

（履中即位前紀
（
キ
時とき
に島
しま
に居します伊
いざなきのかみ
奘諾神、祝
はふり
に託
かか
りて曰
のたま
はく、 「血
ち
の臭
くさ
きに堪
あ
へず」とのたまふ。因りてト
うらな
ふ。兆
うらかた
に云
い
はく、 「飼
部等が黥
めさきのきず
の気
か
を悪
にく
む」といふ

（履中五年九月
（
ク
弟君が婦
め
樟くす
媛ひめ
、国
こく
家か
の情
じやう
深ふか
く、君
くん
臣しん
の義
ぎ
切せち
なり。忠
ちゆう
は白
はく
日じつ
に踰
こ
え、節
せつ
は青
せい
松しよう
に冠
す
ぎたり。斯
こ
の謀
ぼう
叛はん
を悪
にく
み、盗
ひそか
に
其の夫
せ
を殺
ころ
し、室
むろのうち
内に隠
かく
し埋
うづ
みて、乃
すなは
ち海
あま
部のあ
直たひ
赤あか
尾を
と与
とも
に百
くだら
済の献
たてまつ
れる手
たな
末すゑ
の才
てひと
伎を将
も
て、大
おほ
島しま
に在
さぶら
ふ。

（雄略七年是歳
（
ケ
是こ
歳
とし
に、百
くだらのくに
済国より化
まゐ
来おもむ
ける者
ひと
有あ
り。其
そ
の面
おもて
・身
むくろ
、皆
みな
斑まだら
白なり。若
も
しくは白
しら
癩はた
有あ
る者
ひと
か。其
そ
の、人
ひと
に異
け
なること
を悪
にく
みて、海
わた
中なか
の島
しま
に棄
す
てむとす。

（推古二十年是歳
（
コ
是ここ
に、葛
かづ
野の
の秦
はだの
造みやつこ
河かは
勝かつ
、民
たみ
の惑
まと
はさるるを悪
にく
みて、大
おほ
生ふ
部べの
多おほ
を打
う
つ。

（皇極紀三年七月
（
サ
朝みかど
庭、恣
ほしきまま
に俗
しわざ
を移
うつ
せることを悪
にく
み、訶
せ嘖めて追
お
ひ還
かへ
したまふ。

（孝徳紀白雉二年是歳
（
　
アは、根の国に行きたいと泣くスサノヲに対する伊奘諾尊の思いに「悪」が用いられている。イでは、兄磯城の賊軍の
攻
防に対する神武天皇の思いが「悪」である。ウは市乾鹿文の「不孝」に対する景行天皇の思いが「悪」 あり、エは
「礼無」き蒲見別王に対する仲哀天皇の思いが「悪」であり、ウエの例では、 「悪」の思いの結果、相手を誅殺していく。
一二
カは、 「道無」い仲皇子に対する群臣と百姓の心情が「悪」である。クは、国家への愛情深い樟媛の謀反に対する思いが「悪」とされている。ケでは、人とは異なる様相「白癩」であることへの心情として「悪」を用いている。コは、巫覡に心酔する民に対する秦造河勝の思いに「悪」が用いられている。サでは、新羅の使者が無断で制服を変えたことに対する朝廷の思いが「悪」であらわされている。これらアイウエカケコサの例から 反逆や通例とは異なることに対して「悪」の心情が用いられることが分かる。また、オは「血」が流れたことを「悪」としその地のものが献上物とならない理由を語り、キは「血」の臭いを「悪」としており、 「血」に対する一種の忌避感を「悪」によって表しているのである。　
日本書紀の動詞「悪」は、反逆を許すまいとする心情や通常とはことなる事態を避けようとする心情を表すことが確認
できた。また、日本書紀には、伊須気余理比売の出自の物語と同じく、名前に関わって用いられる「悪」の以下のような例がある。
皇ひつぎのみこ
太子の妃
みめ
蘇そ
我が
造
のみやつこ
媛ひめ
、父
ちち
の大
おほ
臣おみ
、塩
しお
の為
ため
に斬
き
らると聞
き
きて、傷
しやう
心しん
して痛
いた
み惋
なげ
く。塩の名
な
を聞くことを悪
にく
む。所
この
以ゆゑ
に、造媛に近
ちかく
侍つか
へまつる者
もの
、塩 名称
い
はむことを諱
い
みて、改
あらた
めて堅
きたし
塩と曰ふ。

（孝徳紀大化五年三月
（
　
こ
れは、父親が物部二田塩のために斬られたと聞いた造媛は、 「しお」という言葉を聞くことを「悪」とする。そこで
近侍する者たちは、調味料の「しお」のことを憚って「堅塩 （きたし
（
と称した、という記事である。 「きたし」と改め
た原因は、二田塩が引き起こした事件であり、悲しみをもたらした人物と重なるがゆえに「しお」という言葉は、憚られるべきものとなっていったのである。　
以上、古事記・日本書紀にの例から、 「悪」とは、 「悪」となる対象に原因があり、通常ではないあるいは予測していな
い事態・様子に抱く心情であることが確認できた。
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伊須気余理比売の出自物語に付された「悪」の語をもつ注記は、語感として「ほと」を避けただけではなく、孝徳紀の
「塩」を「堅塩」と呼ぶ由来を語るように、物語と名前とが密接にかかわるのである。 「亦の名」に付された注記は、伊須気余理比売を〈丹塗矢伝承〉から切り離し、 「床の辺」で婚姻を行い誕生した「神の御子」と位置づけなおす意図があったといえるだろう。
第三章
　「床の辺」での婚姻
　「亦の名」の注記のありようから、伊須気余理比売の出自が、 「床の辺」での婚姻によって誕生した女性と捉えなおされていることを述べてきた。ではなぜ、 「床の辺」での婚姻が重要視されたのか、最後に考察していきたい。 「床の辺」が、
「男女の契りを交わす最も典型的な場であった」ことは、すでに大久間が指摘している通りである
（（
（
。古事記において「床
の辺」の婚姻が語られる場面は、 〈丹塗矢伝承〉の類話である。　《崇神記
　
三輪山伝説》
此こ
の、意
お
富ほ
多た
た々
泥ね
古こ
と謂
い
ふ人を、神の子と知りし所
ゆ
以ゑ
は、上
かみ
に云
い
へる活
いく
玉たま
依より
毘び
売め
、其
そ
の容
かたち
姿端
きら
正ぎら
し。是
ここ
に、壮
をとこ
夫有
あ
り。其の形
かたち
姿・威
よそ
儀ほひ
、時に比
たぐひ
無し。夜
よ
半なか
の時に、鯈
たちま
忽ちに到
き
来た
りぬ。故
かれ
、相
あひ
感め
でて、共に婚
あ
ひ供
とも
に住
す
める間
あひだ
に、未
いま
だ
幾いく
ばくの時も経
へ
ぬに、其の美
をとめ
人、妊
は
身ら
みき。爾
しか
くして、父
ちち
母はは
、其
そ
の妊
は
身ら
める事を怪
あや
しびて、其の女
むすめ
を問ひて曰
い
ひし
く、 「汝
なむち
は、自
おのづか
ら妊
はら
めり。夫
を
無な
きに、何
なに
の由
ゆゑ
にか妊
は
身ら
める」といひき。答へて曰
い
ひしく、 「麗
うるは
美しき壮
をとこ
夫有
あ
り。其の
姓かばね
・名
な
を知らず。夕
よひ
毎ごと
に到
き
来た
りて、供
とも
に住
す
める間
あひだ
に、自
おの
然づか
ら懐
は
妊ら
めり」といひき。是
ここ
を以
もち
て、其の父母、其の人を知
らむと欲
おも
ひて、其の女
むすめ
に誨
をし
へて曰ひしく、 「赤
あか
き土
つち
を以て床
とこ
の前
まへ
に散
ちら
し、へその紡
うみ
麻を
を以て針
はり
に貫
ぬ
き、其の衣
きぬ
の襴
すそ
に
一四
刺さ
せ」といひき。故
かれ
、教
をしへ
の如くして、旦
あした
時に見れば、針に著
つ
けたる麻
を
は、戸の鉤
かぎ
穴あな
より控
ひ
き通
とほ
りて出
い
で、唯
ただ
に遺
のこ
れる
麻は、三
み
勾わ
のみなり。爾
しか
くして、即ち鉤穴より出
い
でし状
かたち
を知りて、糸
いと
に従ひて尋ね行けば、美
み
和わの
山やま
に至りて、神の社
やしろ
に留
とど
まりき。故、其の神の子と知りき。故、其の麻
を
の三
み
勾わ
遺のこ
りしに因
よ
りて、其
そ
地こ
を名づけて美
み
和わ
と謂
い
ふぞ〈此
こ
の意
お
富ほ
多た
た々
泥ね
古この
命みこと
は、神
みわのきみ
君・鴨
かも
君のきみ
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故、其の賤
いや
しき夫
を
を赦
ゆる
して、其の玉
たま
を将
も
ち来
き
て、床
とこ
の辺
へ
に置
お
くに、即
すなは
ち美
うるは
麗しき嬢
をとめ
子と化
な
りき。仍
すなは
ち婚
あ
ひて嫡
むか
妻ひめ
と為
し
き。
　
崇神記の三輪山伝説は、 〈丹塗矢伝承〉と同じく、大物主神の婚姻譚であり、大物主神の子である意富多々泥古の誕生
の経緯を語る物語である。活玉依毘売は「床の辺」に「赤き土」をまくが、大物主神と婚姻をなす場が「床」と考えられるだろう。大物主神は、 「麗美しき壮夫」として通うが、 「戸の鉤穴より控き通り出で」るさまから、蛇の様態であることが分かる。また、応神記の天之日矛は、日光感染によって女性から生まれた赤玉を 賤しき夫が盗み、その赤玉を天之日矛が得た話である 赤玉は、 「床の辺」に置くと、 美麗しき嬢子」となり、天之日矛は、その「美麗しき嬢子」 妻とするのである。天之日矛は新羅の国王の子であるが、古事記の中では、この物語とともに、神功皇后の祖先として位置づけられている。つまり「床の辺」は、人 姿であるものと、本性が蛇や「赤き玉 であるような異類との婚姻を可能にする場なのである。　「床の辺」での婚姻の在り方を踏まえると、伊須気余理比売の出自物語では、丹塗矢である大物主神と勢夜陀多良比売との異類婚が果たされ はずである。だが、 「床 辺」 の婚姻は 「容姿麗美しき」勢夜陀多良比売と「麗しき壮夫」と
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
一五
して語られるのである。勢夜陀多良比売が、丹塗矢で「ほと」を突かれ、 「麗しき壮夫」と「床の辺」と交渉するという二度の婚姻は、先行研究で指摘されるように、二つの伝承が接合したことの証しでもある。初代天皇 大后 なる伊須気余理比売に、大物主神 むすめでありながら、巫女でもあることを求め ために語られる必要があったと言える。　
加えて、伊須気余理比売の出自記事と三輪山伝説は、 「麗（麗美
（
しき壮夫」との婚姻により誕生する子が「神の御子」
とされていることも共通している。 「神の御子」に関しては、毛利正守が、 「大物主神が関わったときの表現」と指摘するように、大物主神の祭祀伝承と皇統譜とのつなが が強くでた言葉でもある
（（
（
。
　
こうした〈床の辺での婚姻譚〉は、丹塗矢と化した大物主神が見出した「勢夜陀多々良比売」が生んだ「富登多々良伊
須々岐比売命」を、大物主神の子である「比売多々良伊須気余理 」 （神霊の依りつく女性
（
と
いう巫女の役割をにな
う女性の誕生として位置づけ直したの 。
おわりに
　
伊須気余理比売の出自記事ついて、 「富登多々良伊須々岐比売命」 「亦の名」 「比売多々良伊須気余理比売」の在り方
から検討してきた。 〈丹塗矢伝承〉と〈床の辺での婚姻譚〉と異なる二つ 物語を背景にもつ二つの名は、初代天皇神武の皇后となる女性の名として求められたものであった。 「亦 名」 に付された 其のほとと云ふ事を悪みて」という注記は、神が見いだ た女性との子から巫女 いう神に奉仕する女性へと、伊須気余理比売を位置づけ直したこ を物語っているだろう。神武記の中 語られる、伊須気余理比売の出自は、神武天皇の大后として造形されていく物語との関わりで、今後捉え直さなけ ばならない問題である。
一六
注（１
（　
古事記の引用は、山口佳紀・神野志隆光校注『新編日本古典文学全集』
（小学館、一九九七年六月
（
による。
（２
（　
小野田光雄「允恭天皇記」
（ 『古事記年報』六、一九五九年十月
（
（
３
（　
菅
野雅雄「神功皇后説話の形成―多氏の伝承と古事記の成立をめぐって―」 （菅野雅雄著作集Ⅱ『古事記論叢Ⅱ
　
説話』おうふ
う、二〇〇四年三月、初出『名城大学人文紀要』
（（・
（（、一九七二年三月・九月
（
（
４
（　
菅
野雅雄は、日本書紀の当該場面との比較から、 「 〈玉櫛姫〉と〈勢夜陀多夜比売〉とを習合させることによって、本来の名
〈比売多多良伊須気余理比売〉と〈富登多多良伊須須岐比売〉とが重なることになり、 〈亦名〉による結合ということが行われたのであろう」と述べている。 「中巻記載の「亦名」 」 （菅野雅雄著作集１『古事記論叢Ⅰ
　
系譜』おうふう、二〇〇四年一月、初出
『國學院雑誌』
（（―２・３、一九六五年三月
（
（５
（　
大久間喜一郎「丹塗矢説話と伊須気余理比売」
（ 『古事記の比較神話学―古事記の解釈と原伝承』雄山閣、一九九五年七月
（
（
６
（　
青
木周平「神武天皇成婚伝承と〈一宿婚〉 」 （ 『古事記研究
　
歌と神話の文学的表現』一九九四年十二月、初出『国學院大學日本
文化研究所紀要』一九八四年三月
（

　
また、岡田裕香は、二度の婚姻は、伊須気余理比売が大物主神の神聖と「麗しき壮夫」という人としての側面を受け継いだこ
とを示したものであると、指摘している。 「丹塗矢伝承における二度の交渉の意味―「化」と「成」の語を中心に―」 （青木周平先生追悼『古代文芸論叢』おうふう、二〇〇九年十一月
（
（７
（　
西宮一民『日本古典文学集成』
、 『古事記
　
修訂版』 （おうふう、二〇〇〇年十一月
（
（８
（　
祝詞の引用は『日本古典文学大系』による。
（９
（　
風土記の引用は 新編日本古典文学全集』による。
（
（0（　
井上通泰『播磨国風土記新考』
（大岡山書店、一九三一年五月
（
（
（（
　
大久間注（５
（
論文、青木注（６
（
論文
（
（（
　『大系』
『全集』 『全講』 『新注』 『全註釈』など。
（
（（
　
類似の解釈をするものとして以下の注釈書類がある。

　
西郷信綱『古事記 釈』セヤはソヤ（征箭
（
への連想をもつ。……矢の立った姫という意

　
中村啓信『新版古事記』 （角川書店、二〇〇九年九月
（
征箭（そや＝戦闘用の矢
（
が命中して立つイメージの名。
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
一七

　
佐佐木隆「丹塗矢伝説」 （ 『言語と伝承』ひつじ書房、一九九五年三月、初出『調査研究報告』４、学習院大学東洋文化研究所、
一九九四年六月
（
瀬を流れて来る矢を立てられた姫
（
（4（　
古事記の「亦の名」に関しては、菅野注（４
（
論に詳しい。
（
（（
　
尾崎『全講』
・ 『集成』 ・ 『新編』 （イ（接頭辞
（＋スケ
（助
（＋ヨリ
（依
（
で、神霊が加護し依り付く女
（
など。

　
中川ゆかりは、 狭井河の上に住む伊須気余理比売の「伊須気」は、水辺の呪力ある植物―斎菅依比売は、玉依比売や五十鈴依
媛と同類の、巫女としての名をもつ」と述べている。 （ 「新婚譚発生の基盤」 『万葉』一〇九、一九八二年二月
（

　
また、山﨑かおりは、 〈丹塗矢伝承〉の背景に、 「稲の豊穣を願う祭祀」の掌握があると指摘する。 （ 「伊須気余理 の誕生―
神武記丹塗矢伝承の背景―」 『日本文学』六二巻二号、二〇一三年二月
（
（
（（
　
吉井巌「崇神王朝の始祖伝承とその変遷
（ 『天皇の系譜と神話
　
二』塙書房、一九七六年六月
（
（
（（
　
古事記の「忌む」の用例は、以下の通りである。
（氏族名「忌部」は除く
（

①
 天照大御神、忌服屋に坐して、神御衣を織らしめしし時に、其の服屋の頂を穿ち、天斑馬を逆剥に剥ぎて、堕し入れたる時に、天の服織女、見驚きて 梭に陰を突きて死にき。 （上巻
　
天の石屋
（

②僕は汝命を扶け、忌人と為て仕へ奉らむ。 （神武記
　
当芸志美々命の反逆
（

③
 大吉備津日子命と若建吉備津日子命との二柱 相副ひて、針間 氷河の前に忌瓮を居ゑて、針間の道 口を為て、吉備国を言向け和しき。 （孝霊
（

④即ち丸迩臣が祖、日子国夫玖命を副へ 遣しし時に、即ち丸迩坂に忌瓮を居ゑて、罷り往きき。 （崇神記
　
建波邇安の反逆
（
（
（（
　
日本書紀の引用は『新編日本古典文学全集』①②③による。
（
（（
　
大久間注（５
（
論文
（
（0（　
毛
利正守「大物主神が関わる「神子・神御子」の意義―古事記の場合―」 （菅野雅雄博士古稀記念『古事記・日本書紀論究』お
うふう、二〇〇二年三月
（
